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第１回 宇宙科学・探査小委員会 議事録 

 

１．日 時：平成２７年４月２０日（月）15:00～17:00 

２．場 所：内閣府宇宙戦略室大会議室 

３．出席者 

（１）委員 

松井座長、市川委員、小野田委員、藤井委員、薬師寺委員、山崎委員 

（２）事務局 

中村宇宙戦略室審議官、内丸宇宙戦略室参事官、頓宮宇宙戦略室参事官、 

森宇宙戦略室参事官 

（３）説明者等 

 宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所長 常田 佐久 

 

４．議事次第 

（１）宇宙科学・探査小委員会の検討事項について 

（２）宇宙科学・探査ロードマップの状況について 

（３）その他 

 

５．議 事 

○松井座長 時間になりましたので「宇宙政策委員会 宇宙産業・科学技術基

盤部会 宇宙科学・探査小委員会」第１回会合を開催したいと思います。委員の

皆様におかれましては、お忙しいところ御参集いただき、お礼申し上げます。 

 「宇宙政策委員会 宇宙産業・科学技術基盤部会 宇宙科学・探査小委員会」

の座長を拝命いたしました松井です。よろしくお願いします。 

 第１回目の小委員会の開催に当たり、中村審議官より御挨拶をいただきたい

と思います。 

 

＜中村審議官より挨拶＞ 

 

○松井座長 ありがとうございました。 

 本日は第１回目の委員会ですので、事務局より「宇宙科学・探査小委員会」に

ついての説明と、委員の御紹介をお願いします。 

 

＜内丸参事官より、資料１に基づき説明＞ 

 

○松井座長 ありがとうございました。 
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 議事に入ります前に、小委員会の運営等について、事務局から説明をお願い

いたします。 

 

＜内丸参事官より、資料２及び参考資料に基づき説明＞ 

 

○松井座長 ありがとうございました。 

 ただいまの御説明のとおり、小委員会の運営に関し、必要な事項は座長が定

めることになっておりますので、座長代理を指名しておきたいと思います。薬

師寺委員にお願いしたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（「異議なし」と声あり） 

 

○松井座長 薬師寺座長代理、一言お願いします。 

○薬師寺委員 以前の宇宙科学・探査部会でも代理をずっとやっておりました

ので、よろしくお願いします。専門は、文化系、政治学でございます。よろしく

どうぞお願いいたします。 

○松井座長 本日の議題に入りたいと思います。 

 最初の議題は「宇宙科学・探査小委員会の検討事項について」です。 

 事務局より御報告をお願いします。 

 

＜内丸参事官より、資料２～４に基づき説明＞ 

 

○松井座長 ありがとうございました。 

 ただいまの事務局の報告に対する御質問、御意見等はありますでしょうか。 

○市川委員 宇宙基本計画の概要の説明の中で、「宇宙産業・科学技術基盤の維

持・強化」は「宇宙安全保障の確保」と「民生分野における宇宙利用促進」を支

える基盤となっているという説明でした。一方で、科学技術の中にはボトムア

ップにより進められる、非常に基礎的な研究がたくさんあると思います。それ

ら全てが産業に直接役に立つかどうかというのはなかなか判断が難しいと思い

ます。本当にこのような基礎的な研究についても、この基本計画の中に盛り込

まれていると思ってよろしいのでしょうか。 

○内丸参事官 その点につきましては、基本計画の概要に「価値の実現」という

ことが記載されており、新たな発見といったものも大いなる価値という認識が

ございます。また、本文の８ページの（６）４行目にありますように、大前提の

認識として、宇宙分野における科学技術の意義・重要性は、将来にわたって損な

われるものではないことや、宇宙科学に関する記載が10ページの（３）の「②価
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値を実現する科学技術基盤の維持・強化」というところで、宇宙科学の発展とい

うこともしっかり書いております。先生の御指摘の点も含めて、日本全体の科

学技術を進歩させていくというものでございます。 

○薬師寺委員 資料２の図について質問なのですけれども、先ほど言われたよ

うに、委員長が記者会見をして、議事録をオープンにするということをやりま

したね。それは、ほかの部会や小委員会でも全く同じようにするわけですか。 

○内丸参事官 はい。各部会、各小委員会においても、全体にそれを敷衍させる

ことで進めさせていただいております。 

○薬師寺委員 そうすると、これは宇宙政策委員会だから、今までの文部科学

省とかJAXA等の審議会等とは違って、国の大きな意思決定機関となっているわ

けですよね。 

 そうした場合、宇宙政策委員会のほうで、予算のことはいろいろ決めていた

だければいいと思うのですが、そういうものもときどき報告があるという理解

でいいわけですね。 

○内丸参事官 はい。全体についての審議状況なども必要に応じて出していた

だきますし、宇宙科学・探査小委員会でも、今回、担当していただく宇宙科学・

探査の分野については予算の施策、具体的な概算要求と言いますか、今日も参

考資料３として予算施策の概要もつけております。このような施策についても、

担当のところについてはぜひ御審議いただければと思っております。 

○薬師寺委員 JAXAはこの組織図のどの部分にくっつくのですか。 

○内丸参事官 JAXAは、JAXAのミッション的に非常に広い分野をカバーしてお

りますので、恐らく、JAXAは全ての部会、小委員会に何らかの形でかかわってい

ると思います。 

 JAXAも、従前以上に日本全体のいろいろな宇宙のミッションを利用面から支

える中核的な機関という位置づけを前基本計画のときに与えられておりまして、

そういう意味で、広範な分野をカバーしていますので、ある意味、全ての部会に

かかるものと思っております。 

○松井座長 この小委員会では、宇宙基本計画の宇宙科学・探査の工程表に関

して、責任を持つということになります。ここで決まったことを部会、宇宙政策

委員会で報告することになります。 

○藤井委員 この工程表なのですけれども、本年１月に基本計画ができた。今、

先生が言われましたように、工程表を見ても、既にオンゴーイングで学会がつ

ながってきている。ローリングという観点から言ったときに、ローリングとい

うのは前の工程表作成の段階で行われていて、その次につながると理解してい

るのですが、それでよろしいでしょうか。 

○内丸参事官 はい。 
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○藤井委員 考え方としては、３月にローリングが行われて、新しい期に入る。

この３月というのは前年度から今年度に入るわけですけれども、その段階にお

いて、ある程度チューニングといったことが行われているということでしょう

か。 

○頓宮参事官 今の御質問に関して御説明いたしますと、昨年、宇宙政策委員

会及び関連部会で審議していただいた結果、新しい宇宙基本計画が今年の１月

９日に決定しました。新しい宇宙基本計画は、本年４月１日からスタートする

ことになります。 

 昨年度までの宇宙基本計画に係るフォローアップについては、昨年の宇宙政

策委員会及び関連部会の審議を通じて行われており、本年４月１日からは新し

い宇宙基本計画をフォローしていただく形になっています。 

○松井座長 この工程表にはすでにスタートしているプロジェクトがあって、

予算もかかわるわけです。途中で何かあれば、それは当然審議しなければいけ

ないということです。 

○藤井委員 わかりました。 

○薬師寺委員 もう一つ。宇宙基本計画というのは、ざっくばらんに言うと、10

年ごとに変えていくわけですか。それとも、そういうことは決まっていないわ

けですか。 

○内丸参事官 現在の宇宙基本法などでも何年ごとというのはないのですが、

相場観で言いますと、科学技術基本計画なども、大体５年というのが相場観で

す。ただ、宇宙の場合は非常にロングスパンということで、今回の計画は10年と

いうのを目指しております。 

 改定のタイミングは、例えば、前の基本計画から３年ぐらいしか経っていま

せんが、非常に大きな状況変化があり、そういう中で、総理からのご指示があっ

て今回新たな計画を作成しております。したがって、変えるタイミングという

のは必ずしも何年おきというものでもなくて、状況の変化に応じて変わってい

きます。ただし、計画そのものはかなり長期的な目で見ながらやっていくとい

うことになると思います。 

○薬師寺委員 宇宙は、この委員会で国家基幹技術の科学技術の中の重要な部

分だから、特出しして基本計画をつくっているということですね。そして予算

として実現しなければいけないから、座長もマスメディアにいろいろ説明をし

なければいけません。それはとても重要で、予算としてしっかりやるわけだか

ら、基本計画がどれぐらいの時間幅であるかについては、それはまたそれで考

えればいいわけですね。次はいつ改定するというのは何も書いていないわけで

すね。 

○内丸参事官 基本計画そのものはロングスパンで見ていますが、先ほど御紹
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介した工程表につきましては、毎年の予算の変化を踏まえてちゃんとフォロー

をしていって、変化に応じて工程表を改訂して、世の中にちゃんと示していく

ことになります。 

○薬師寺委員 でも、計画の途中で10年ぐらい経つことを展望しみて、基本計

画の中できちんと言わなければいけないということはあり得るわけですね。 

○内丸参事官 あり得ます。 

○薬師寺委員 単にずっと続いていくわけではなくて、それは安全保障も含め

て、特殊な宇宙という科学技術の日本の力みたいなところがあるわけだから、

そういうことですね。 

○山崎委員 工程表のローリングのイメージですが、１年ごとに改訂していく

ときに、例えば、１年たったときには、今ですと2024年度までなのですが、それ

が2025年度まで、さらに先のことまで10年スパンで移動していく形ですか。そ

れとも、この10年間の中でどんどん消化していく形なのでしょうか。 

○内丸参事官 実質、プロジェクトそのものが動くことはあるかもしれないの

ですけれども、計画そのものは10年という範囲で見ておりますので、工程表の

図そのものは10年スパンかと思います。ただし、今、御指摘があったように物事

は動いていますので、少し延びていったりすることもあると思いますので、そ

れはまたこの委員会、部会、小委員会の議論の中で、その辺についての考え方を

整理していくということかと思います。 

○山崎委員 ではだんだんと10年間を消化していく形でローリングしていく過

程で、何か新しい計画が出てきたり、構想が出てきたりするときには工程表で

織り込めるところは織り込むけれども、大きなことは基本計画を改定するかも

しれないという理解でよろしいでしょうか。 

○藤井委員 先ほど言われた成果目標の中に人材育成というのがあったわけで

すけれども、それはこの部会の検討事項の中には書いていなくて、その他に回

っていると思います。それはこの小委員会だけではなくて、ほかのいろいろな

フィールドでもそういうのが重要だからここで特出しはしていないという考え

方でよろしいでしょうか。 

○内丸参事官 御指摘のとおり、人材制度そのものはいろいろな分野にまたが

っているところがありまして、そういう意味で、もともとはこの宇宙産業・科学

技術基盤部会が担うこととなっております。ただし、これまでの議論の中で、特

に学術の現場における人材の育成の重要さという指摘があり、今回、成果目標

に人材育成の内容を盛り込みました。 

 宇宙産業・科学技術基盤部会のほうでは、産業界の人材育成等、もう少し広い

意味での人材育成の議論があると思いますが、その議論との合わせ技で、今後、

議論していくのかなと考えています。 
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○松井座長 この分野の若手研究者の育成と理解すればいいのではないですか。 

○内丸参事官 大学とか研究機関もそうですね。 

○藤井委員 あと、キャリアパスの問題もあります。 

○内丸参事官 その問題もあろうかと思います。 

○松井座長 もし、他になければ次の議題に移りたいと思います。 

 次の議題は「宇宙科学・探査ロードマップの状況について」ということで、

JAXAより説明をいただきたいと思います。 

 

＜JAXAより資料５に基づき説明＞ 

 

○松井座長 ただいまの説明に対する御質問、御意見等はありますでしょうか。 

○小野田委員 13ページの下の四角で囲ってある中には、重力天体への無人機

の着陸と探査を目標とする宇宙探査科学をプログラム化と書いてあるのですけ

れども、一方で、９ページのSLIM後の計画を見ると、ソーラーセイルの場合もフ

ォボス・ダイモスの場合も、重力天体への着陸ではないように見えるのですが、

この辺の関係をどういうふうにお考えなのか教えていただきたいと思います。 

○JAXA ９ページですが、ソーラーセイルについては、宇宙工学委員会にワー

キング・グループがありまして、イカロスの成功を受けて、次の本格ミッション

として、木星までソーラーセイルで行くという計画を出したもので、これは純

粋にボトムアップで出てきたものであります。 

 これを我々がどう考えるかというのは、先ほどの13ページのプログラム化の

戦略策定の３つの要素を考えて、工程表と整合するかとか、国際宇宙探査の中

での役割等を考えて決めるわけであります。 

 フォボス・ダイモスについても、重力天体とは言えないのですが、これが火星

の衛星であることで、我が国としてまだ科学衛星を惑星の周回軌道に乗せてい

ないこと等を考えると、また、火星についての大きな知見が得られるというこ

とを考えると、フォボス・ダイモスについては、火星への将来の無人・有人探査

を含めた一里塚であるとみなしております。 

 技術的には、SLIMにおいて重力天体着陸を確実に実施して、その後、フォボ

ス・ダイモスサンプルリターンで、火星へのアクセスを確かなものにした後、さ

らに技術開発を続けまして、最終的には火星着陸を目指したいと思っておりま

す。 

○松井座長 プログラム化は色々な考え方があり、宇宙科学研究所の執行部と

その周辺のコミュニティの人が相談して進めていく必要があります。ある方向

性を示してやっていくという意味では、フォボス・ダイモスサンプルリターン

は、ボトムアップというよりはプログラム化ということでしょう。 



7 

 

○山崎委員 フォボス・ダイモスサンプルリターンについてですが、内容的に

すごく興味深い点を御説明くださってありがとうございます。 

 位置づけとしますと、現在、戦略的中型計画の１番目が選定中ということで、

その候補の一つとしてソーラーセイルがありますが、フォボス・ダイモスに関

しては戦略的中型１の応募には間に合わなかったので、その後、戦略的中型２

を狙っていらっしゃるのでしょうか。それとも戦略的中型１の候補として位置

づけていいらっしゃるのでしょか。 

○JAXA それは大事な点で、フォボス・ダイモスについては戦略的中型１の公

募には間に合いませんでした。ただ、急速に宇宙科学研究所内外で検討の機運

が高まっております。これは従来にない状況ですが、最終的に、宇宙科学研究所

も学術コミュニティも、一番いいものを打ち上げるということが大事だと思っ

ております。 

 それにはもう少し時間をいただきたいと思うので、今日、戦略的中型計画の

１号機をどれにするかというのは申し上げられませんが、従来の選考のやり方

で出た５機プラス新しく出たものについても、まず技術的、科学的、それから

我々の長期計画の中で、どれが一番いいかというのを見るということを最優先

したいと思います。 

 そうすると、場合によってはボトムアップという制度との関係が問題になる

わけですが、これはどの制度も未来永劫同じものを維持するわけではない面も

あると思いますので、課題が生じた場合は、制度についてもコンセンサスを得

つつ改良していくという考え方をとりたいと思います。 

○松井座長 現在の宇宙科学研究所の審査は、基本的に全てボトムアップです。

しかし、今回の宇宙基本計画のように「プログラム化」という考え方が出てきた

ので、将来的にはちゃんと仕組みを作っていただきたいと思います。また、その

ための検討を今からやっていただきたいと思っているところです。 

 我々がここで考えなければならない一番重要な点は、宇宙科学・探査の工程

表に、平成27年度から、いろいろな項目が入っているこの工程表を堅持してや

っていくかどうかということです。今説明いただいた検討状況を踏まえて、今

後工程表どおりやっていくか、それとも、最初の年なのだけれども最初から先

延ばしにしてしまうか、今日の会議はその選択をしなければなりません。 

 当然のことながら、先延ばしにすると、今後の予定が全部崩れてしまいます。

要するに、今後10年間の基本計画そのものの内容が全部狂ってしまうというこ

とです。したがって、そこが本日の一番重要な議題であり決断をする必要があ

ります。 

○山崎委員 先ほど、工程表の改訂のイメージをお聞きしたのも、今はまだ始

めて１年、２年なのでいいのですけれども、３年、４年たっていくと扱う幅がだ
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んだんと短期間になっていきまして、もともともう少し予見性が欲しいという

趣旨があったところが、だんだんと予見性が保てなくなってくるということで、

そのあたりをどうしていくのかなということが疑問にありました。 

 ですから、宇宙基本計画の本文にないものを工程表にそこで落とし込むとい

うのは、恐らく難しいのかもしれないのですけれども、特に、宇宙科学・探査分

野に限っては長いスパンのことですから、我々としてはもう少し並行して、そ

の時点で20年を見越したような計画を持っていったほうがいいと個人的には思

っております。それをどう落とし込むのかはJAXA/ISASのロードマップになるの

だと思いますが、我々としては常に先を見越した予見性はあったほうがいいの

かなと思っております。 

○松井座長 宇宙基本計画には宇宙科学・探査は宇宙科学・探査ロードマップ

を参考にしつつ、今後10年で戦略的中型３機、公募型小型５機を打ち上げ、とい

うことが書かれています。これが書かれた段階での予見性というか、明確に内

容のあるプロジェクトがあればそれを毎年のローリングで書き込んでやってい

けますよということです。 

○山崎委員 10年かけて引き続きと読んでよろしいということでしょうか。 

○松井座長 20年考えればもっとあるけれども、とりあえずこれは10年という

ことで、それが、今年から、28年度に向けて検討する概算要求からスタートする

わけです。 

○藤井委員 今の点は山崎委員に賛成です。結局、例えば７年後に、その後の10

年後の計画とかが当然立ってくるわけで、そこからいろいろな開発等も行うこ

とになります。宇宙基本計画自体は10年で一つの大きな評価はすることにはな

るけれども、常にその後10年、20年を見通した案が必要かと思います。 

○松井座長 それは、まさにロードマップが保障しているところです。 

○藤井委員 ロードマップも入れて工程表を考えておかないと、ここが予算の

バックグラウンドになるわけですから、それも考えながらやっていかないと整

合性はないのではないかと思います。 

○松井座長 ロードマップあるいはボトムアップの議論では、それこそ30年ぐ

らいの視野で考えてつくっていると思います。それを踏まえて、10年の基本計

画に書き込んだので、今の話と矛盾はしていないと思います。基本計画を毎年

変えるのは困難であるので、工程表の毎年のローリングというような格好でシ

フトしながらチェックしていくということで、この小委員会でしっかり議論し

ていけば担保されると思います。 

○藤井委員 実際には、その範囲外のところの予算化も、既にこの10年の中に

しなければいけなくなるわけですよね。 

○内丸参事官 補足しますと、宇宙基本計画の３ページになりますが、本体の
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前文に、下から２つ目のパラグラフの一番最後の行になるのですけれども、10

年間の計画なのですけれども、見据えている範囲は一応20年です。 

 また、計画としては10年間なのですが、その先も見据えながらやっておりま

すので、先生方が今おっしゃっていることと矛盾はないと思います。連続的に

いつでも変化させることはできないのですが、多分、何らかの形でやっていく

とか、そういうことは今後の作業の中で発生するのかなと思います。 

 ちなみにほかの分野ですが、科学技術基本計画は５年ですけれども、例えば、

真ん中ぐらいのときに、それまでの中間評価とその先を見越したような議論と

いうのが徐々に始まってくるような話もあります。宇宙基本計画に関してはス

タートしたばかりなのでまだそこまでの議論にはいっておりませんが、今後、

計画が進捗する中でそういうことも考えていくのかなと思います。 

○松井座長 とにかく、スタートしたばかりですので、今一番重要なことは、工

程表通りスタートするのかしないのかという決断をするための議論をしていた

だきたいと思います。 

○内丸参事官 ちなみに、この総括表も20年を見据えたものになっていまして、

後ろ半分はその先のところも、未定ではありますけれども、幾つかのものはつ

くり上げているものもございます。 

○松井座長 なぜこういうことを言っているかというと、現在のJAXAの検討状

況を踏まえて考えた時に、工程表にかかれているスケジュールに間に合うのか

と思うわけです。今していただいた説明どおりに考えると、戦略的中型のスタ

ートは来年度になりますよね。つまり戦略的中型は平成28年度の真ん中にスタ

ート時点を置くということになります。これは、この工程表そのものを全て変

えなければいけなくなるということで、実は大変なことなのです。 

○市川委員 それは、今フォボス・ダイモスのサンプルリターンの話が急遽出

てきたから、その検討が十分進んでいないから少し先延ばさざるを得ないとい

う議論でしたよね。 

 少し危惧しているのは、サイエンスはボトムアップという側面が非常に大き

い中で、プログラム化というちょっと違った方面からの２つの方向性を一緒に

進めていくと、今言った問題が起きるわけですね。つまり、急におもしろいこと

ができた。ボトムアップです。それがプログラム化されているとそれに組み込

めなくなってしまう。 

○松井座長 ボトムアップはボトムアップです。ボトムアップをプログラム化

に含めはしないと思います。 

○市川委員 わかりました。 

 プログラム化というトップダウン的な考え方でやったときに、今、フォボス・

ダイモスはボトムアップで出てきて、同時にプログラム化にもはやぶさとの関
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係で非常にマッチしている、それはそれで非常にいいケースだったと思います。

一方で、今、新しいものが出てきたからちょっと待ってくれというボトムアッ

プ的なことがこれから起きてきたときに、それはどういうふうに中に組み込ん

でいくのでしょうか。それは最初からプログラム化されていないから対象から

除外してしまうのか、あるいはプログラム化を改めて長期間かけて組んでいく

のか。そのときそのときにプログラム化というのが議論になるのではないかと

思うのです。 

○松井座長 大きな目安としては、公募型小型だったら10年で５機あるうち、

例えば、３機はボトムアップでいくとかあるいは戦略的中型は３機あるので、

３機のうち１機か２機はボトムアップに割り振るとかということではないです

か。 

 ただ、具体的な提案がないのに、数だけ決めていても機能しないわけです。 

○小野田委員 フォボス・ダイモスの議論を十分に尽くしていると、概算要求

に間に合わないというのは確定で、その前提で、我々はここで議論することに

なるのですか。 

○松井座長 今日ここで議論しなくてはいけないのは、具体的に何のプロジェ

クトをやる、やらないという話ではなくて、この基本計画の工程表を守ってい

くか、先延ばしをする必要があるのかということです。個々の具体的な話は現

在JAXAから提案が出てきていないので議論できません。 

○小野田委員 間に合うか間に合わないかをまず見きわめて、議論の方向を考

えるのではだめなのでしょうか。 

○松井座長 間に合わなければ、これはもう現在の工程表の計画を見直すとい

うことです。 

○藤井委員 時間が間に合うかどうかという議論と、選定のプログラムという

か、システムとの整合性との問題があるかと思います。今、言われたようにある

候補があって時間的には間に合うものはあるけれども、今のやり方では必ずし

もストレートに選ぶようなシステムになっていないのが問題だと思うのです。

ですので、ここで議論するときには、いい候補があって、実は宇宙科学研究所が

どれも間に合わないというのであれば議論にならないわけで、そういう中で間

に合う候補があるかどうかという情報がないと、ここで、今年のスケジュール

や工程表を守るかどうかという議論はできないと思うのです。 

 例えば、先ほどやった４つの候補にフォボス・ダイモスも含めて、システムは

考えずに、技術的なことも含めて検討した時に、少なくともスタートをかけら

れるのだという候補があるのかどうかという部分がないのです。それがないと

少なくとも議論はできないので、そこは宇宙科学研究所側で例えば２つ理学、

１つ工学、それに新たなオプションがあるとしたら、それが少なくとも６月ぐ
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らいまでに検討が終わるという担保がないといけないのではないかと思います。 

○松井座長 それは、宇宙研所長の一存では言いにくいことだと思います。今

の時点で間に合うということを約束せよと言うことになりますから。確かに現

在、藤井委員が言うように、検討するためのシステムがないわけですね。決定の

システムが担保されていないわけです。誰がそんな検討をしているのか、関係

のない第三者が検討しているのかということになってしまいます。 

○藤井委員 そうですね。 

○松井座長 確立した検討システムがあって、トップダウン的にプログラム化

されたものとして提案が出てきて、それを議論しているのだったら今の議論は

成り立つのだけれども、それは今のところないわけです。現在はボトムアップ

の提案しかないのです。 

 そういう中で、それを宇宙科学研究所長にここで責任を持って判断してくだ

さいと言うのは非常に難しいことだと思います。ここで我々ができることは、

この工程表を守る格好で検討してくださいということかと思います。 

○薬師寺委員 今まで、所長が苦労されて、宇宙工学委員会とか宇宙理学委員

会からボトムアップで前に聞きましたでしょう。だけれども、工程表ができて

少しプログラム化しているわけですよね。それで今の提案がなされたわけです

よね。私が話を聞いていると、今までと随分よくなっているのではないかと思

うのです。 

 国民の予算を使ってやるわけだから、はやぶさは非常に成功していて、その

実績でイオンエンジンとかがあるわけだから、そういう点ではわかりやすくな

っていると思うのです。今まで、宇宙工学委員会、宇宙理学委員会では、科学者

がやりたがっているＸ線天文学とか何とかでした。だけれども、ここは今、座長

が言ったように予算とか難しいのです。みんなわかっているのです。時間もか

かるしお金もかかるし、日本の科学技術力としてどういうふうになってくるか

というとなかなか難しいですね。だから、我々のミッションというのはすごく

大変ですね。一応、基本計画に則って進める必要がありますし。 

 例えば、イプシロンであるとか、そういうのはいろいろあるではないですか。

所長は大変ですよね。研究所の中で科学者もいろいろなことを言うわけだから、

それは大変ですね。それを押さえながらどういうふうにするかということです

ね。 

○松井座長 これからこの小委員会は多分、毎月１回ぐらいずつ開催して、６

月の戦略的予算配分方針のときに、宇宙科学・探査としては、現在こういう戦略

的中型、公募型小型が提案されているので、これでいきますよということを言

わないといけないわけです。その時点で提案が間に合わなければ、これは見直

し、という判断になるかもしれません。ただ何度も繰り返しますが、今の時点で
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先送りするということは、私は余り望ましいこととは思いません。 

 この工程表どおり進めるのか進めないのか。とりあえず、今年はどうするの

かということに関しては、今日決断しないといけません。決断して、次回までに

具体的に間に合うのか間に合わないのかという検討をやってくださいというこ

とになるかと思います。そして、戦略的予算配分方針のときまでにできないと

いうことがはっきりしたら、その時点で間に合わないからやめますという話は

あり得ると思います。 

 この小委員会として、今日の説明を踏まえて、この工程表どおりいくかいか

ないかというのを決めない限り、宇宙科学研究所として具体的には検討できな

いと思います。このままではずるずると延びてしまうという格好になりかねま

せん。 

○山崎委員 工程表どおりやるかやらないかというのは戦略的中型１を今年度

中に選定するかどうかということと理解してよろしいでしょうか。 

○松井座長 戦略的中型１をやるということを決めないといけないでしょうね。 

○山崎委員 工程表の28ページの大まかなところに、工程表及び個別の工程表

に記載されている線表の期間や内訳期間は目安であるということで書いてあり

まして、また、かつ53ページの打ち上げの時期の矢印が引いてあって、多少、幅

は持たせていただいていると理解しています。 

 ですから、現場の状況、ボトムアップ式の議論、いろいろな議論を踏まえてそ

の時期、線表の範囲は多少のバッファはあるものと理解しているのです。今年

度ここでどのようにスタートするかというのは、読み方が幾つかあると思いま

す。もう既に宇宙理学委員会、宇宙工学委員会で議論は始まっているので、その

意味で線表をスタートしていると言っても過言ではないだろうと私は思います。

議論になるのは、時期というよりもどう選定するのかというところなのかなと

思っています。 

○松井座長 今、山崎委員がおっしゃった28ページの総括表は、戦略的中型を

打ち上げる時期の矢印だと私は思います。実際に、平成33年度の話です。今、私

が話しているのは、平成27年度に開発を始めるという方の話をしているので、

そこでも時期は矢印で書いてあるのです。打ち上げ時期の融通がきくという話

と、スタートするというところの融通の話とは違う話です。 

○山崎委員 28ページ目の一番下の注釈のところに、工程表に記載されている

線表の期間と内訳期間ということで、両方併記してありまして、その線表の期

間というのがこのいわゆる矢印の長さのことだと私は読んでいます。 

○松井座長 それはそれでいいのだけれども、それは打ち上げの時期です。53

ページの打ち上げの時期は矢印になっていますが、これは融通というか、当然、

進展状況で変わりえます。 
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 今、私が話しているのはあくまでも、27年度の部分です。スタートのところに

矢印はついていません。これを遅らせるということはこの工程表に書きこまれ

ていることの全部が崩れてしまう、ということを言っているのです。 

○山崎委員 ただ、これをいろいろな事情でずらしたとしても、例えば、10年間

で戦略的中型３機ということは守られるということではないのですか。 

○松井座長 初年度から計画通り進まないなら、今後財務省との折衝で全部も

う一回検討し直しますという話になる可能性のほうが強いです。 

○山崎委員 時期とともに、どう選定するかというところが、恐らく今までに

ない形になってきています。これまでボトムアップで選定してきたものが、プ

ログラム的な考え方においてそのプログラムに入らない提案が出てきた場合の

選定について、我々としては、そこも含めて全てISAS、JAXAにお任せするという

形にするのか、あるいはそこも含めてこちらで議論するのか、そのあたりはい

かがでしょうか。 

○薬師寺委員 やはり既に実績みたいなものがあって、それを踏まえて少し先

のほうを見ながらプログラムとして進めることが予算的にも信頼性があると思

うのです。 

 ほかの提案がプログラムの外から出るというものがもしあったら、こういう

プログラム化の発想の意義がなくなるわけです。 

○松井座長 まさにそういうことなのですが、今ここで、今回検討されている

フォボス・ダイモスを決めるというのは、今はできないと思います。 

 今日の時点で決められるのは、工程表どおりにやるのか、先延ばしにするの

かということです。私としては、書きこんだことはきちっとやっていくという

方針は堅持するべきだと思います。 

○藤井委員 この案をつくったときに、当然、JAXA、宇宙科学研究所ともいろい

ろ情報交換をしながらつくったと思うのですけれども、それでこういう予定と

なっていて、最初からそれを遅らせるということは常識的にはあり得ないので

はないかなという気がします。 

○松井座長 これは、これまでの決定の仕組みの問題でもあります。予算が付

きそうだというタイミングで公募してやるというのが今までの仕組みでした。

今回の宇宙基本計画では10年間で何機か、ここまでは一応財務省として認める

ということなのですが、具体的な提案は当該年度に出していく、ということで

す。その検討の仕組みとして、ボトムアップだけではなくてトップダウンも入

れる必要があるものの、そのシステムがまだできていない状況です。 

 したがって、仕組みに関してはこれから１年かけてしっかりシステムをつく

ってもらうということでいいと思いますが、今回はとりあえず、今の体制で、戦

略的中型１としてリーズナブルな案を立てられるのなら、それを次回に聞いて



14 

 

判断するというのが現実的な進め方だろうと私は思いますがいかがでしょうか。 

○藤井委員 先ほどの中で、今まで議論されていないという話もあったのです

けれども、恐らく、比較的似た話は議論されていて、工学のほうの２番目のもの

は火星の着陸という観点もあったので、そういうものが少しリバイスされた形

で、大きな筋としてはそういうものがちゃんとあって、という延長線上で今回

のものも考えるということは可能なのでしょうか。 

○JAXA そういう見方もできると思います。 

○頓宮参事官 実行の話がいろいろ出ておりますので補足させていただきます。 

 本年１月９日に宇宙基本計画が宇宙開発戦略本部で決定された際に、安倍総

理から、この宇宙基本計画は歴史的な転換点となるものであり、今後、関係省庁

等が山口大臣を中心に、本計画をしっかり実現していくようにとのご指示があ

りました。このご指示をどう受けとめるのかということがございます。 

 もう一つは、先ほどの藤井先生の御指摘に絡むかもしれませんけれども、こ

の宇宙基本計画は、去年の秋の時点でパブリックコメントもさせていただき、

いろいろな御意見を踏まえながら作成されたものと理解しています。 

○松井座長 今の話を踏まえるとなおさらということですが、計画どおり実行

していくというのが我々の責任でもあるという言い方もできます。しかし、実

施機関であるISASで間に合うように保障しますという言質をとることはできな

いだろうと思うのです。 

○山崎委員 もう一度確認ですけれども、線引きのスタートの時点は何を意味

しますか。開発着手なのか予算要求なのですか。 

○内丸参事官 スタートのところは、いろいろ工程表の１枚１枚で違います。

例えば、衛星の開発と書いてあるところは開発のスタートですけれども、ここ

ではなくて協議を開始するというところもあります。今回のこの部分について

は先ほどから出ていますように、ボトムアップとトップダウンのミックスなの

で、この段階では開発なのかどうかは明記されておりませんけれども、中身に

応じてしかるべきスタートをするようなものというぐらいになっています。 

○松井座長 これまでの理解では、ボトムアップとして、宇宙理学委員会で通

ってきたものが認められるということは、開発を認めるということなのですよ

ね。 

○内丸参事官 はい。 

○松井座長 協議というのは予算とは関係なしにいつでも始まっているわけで

すから、探査に関して言えば、工程表のスタートの話は基本的に開発を始める

という理解でしょうね。 

○小野田委員 先ほど、仕組みがないという話もあったのですけれども、今回

の場合ですが、応募の締切りには間に合わなくて、後から出てきた提案が、実は
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大変いいものかもしれないという状況で、これを今回の検討の範囲に入れます

という判断を所長として行い、その上で、宇宙理学委員会、宇宙工学委員会で審

議して、最終的に決めるというのは無理なのでしょうか。 

○JAXA そこは所内のことなので、今、軽々に申し上げられませんけれども、私

としては工程表を最大限守るという姿勢で臨みたいと思っております。 

○松井座長 それは、今の仕組みでも具体的に何かをやるという決定はできな

くはないという話でしょうね。 

○小野田委員 だから、仕組みがないと諦めてしまう必要もないのかなと思い

ます。 

○松井座長 別に、仕組みがないと言っているのは、今回は諦めろと言ってい

るわけではなくて、仕組みはなくてもそれは決定してやっていかざるを得ない

ということです。 

○小野田委員 そういう工夫もいろいろしていただきながら、今日のところは

工程表を守ってください、やってくださいと言いたいのです。 

○松井座長 ここ１年ほど仕組み作りについて指摘し続けているのですが、科

学コミュニティの反応が遅くて、検討が遅れ、今回のような事態になっている

と思っています。今日の議論に関して言えば、今やれる範囲で検討をどんどん

進めてもらいつつ、それを将来的な仕組みとつなげてもらって、来年度以降は

きちっとしたルールに基づいて進めていっていただきたいというのが希望です。

今日のところは、少なくともこの工程表を守って、やれるかやれないかをISAS

に検討してもらうということが重要なことだろうと思うのです。 

○藤井委員 これも先ほどの質問にもあったのですけれども、これは戦略的中

型１を議論しているのですよね。 

 これは2015年から線表が走っているのですけれども、予算化だとするとこの

段階でビハインドになっているので、ここは、一応検討が開始されたというこ

とですよね。実際の予算は2016年度からスタートするということですよね。実

際、今も線表としては走っていることですよね。 

○松井座長 工程表のスタートとしては、2028年度の予算を27年度に議論する

わけですから、別に遅れてはいません。予算で裏づけされなければスタートし

たことにならないので、ここで計画が確定しプロジェクトが始まるという意味

です。 

○藤井委員 予算案をつくるのがこの段階という意味ですね。 

○松井座長 概算要求ということはそうです。その前に、戦略的予算配分方針

で、宇宙政策委員会が今年はこういうふうに予算を考えてくださいという考え

方を提示するわけです。そこに宇宙科学・探査小委員会がどういう考えかとい

うことが盛り込まれるということです。 
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 したがって、ここで先延ばしするということにしてしまうと、来年度の戦略

的予算配分方針には入らない。すなわち、自動的に工程表の計画はスタートし

ないことになってしまいます。ということで、私としては、ここに書いてあると

おりにとりあえずはいく以外はないと思っています。 

○薬師寺委員 だけど、それは予算案をどういうふうにするかといことですね。

工程表を守れないと、なかなか予算の関係で難しくなっていきます。でも、国民

の前でそういうのを説明して始めてしまえばいいのですよ。 

○松井座長 今回のJAXAの説明を聞いた限りでは、フォボスサンプルリターン

案は、将来の宇宙探査や、今まで日本がやってきた無人科学探査を含めて、総合

的に考えてみても非常にいい案だと思います。したがって、実現する可能性が

あるのなら、ぜひやったらいいのではないかという感触をもっています。 

○薬師寺委員 感じはするのだけれども、ISAS側がきちんと提案を出してくれ

るかがポイントです。 

○松井座長 それが非常に重要なことです。私としても次回にしっかり議論を

したいので、今のような話をしました。それでは、今日の小委員会としては、工

程表どおり進めていくということを結論としたいと思います。宇宙科学研究所

もそのことを踏まえて、これからいろいろ対応してくださいということでこの

質疑を終わりたいと思います。 

○中村審議官 １点だけ確認させていただいてもよろしいでしょうか。 

 今日の御説明は、この資料にあるようにJAXAの検討状況ということで、まだ

決まったものではないという話ですね。それはSLIMも、戦略的中型計画のほう

もそうかと思います。これからJAXAの中で検討をして、結果が出ればそれを正

式に宇宙政策委員会や文部科学省に御報告されるということだと思います。そ

れを聞いた段階で今回の宇宙基本計画にのっとって、どういうふうに展開して

いくかを改めて皆さんに御審議いただいて決断していただくということになる

と思います。したがって、本日は状況を聞いたというふうに御理解をいただけ

ればと思います。ただ、私は、すごくおもしろい、ワクワクする状況にあると理

解しました。 

○松井座長 私の意図は、何か具体的に探査計画を決めるという話ではなくて、

ただ、工程表を守ってやりましょうということです。JAXAに頑張って、検討をし

っかりやってくださいということです。 

 以上をもちまして、本日予定をしておりました議事は終了しました。最後に、

事務的な事項について、事務局から御説明してください。 

○内丸参事官 次回の開催日程につきましては、追って調整させていただきま

す。 

以 上 


